
・国割岳西側斜面（標高0ｍ地点）

屋久島生態系モニタリング

亜高木層では、ハドノキが最も多く、ついでモクタチバナ・

イヌビワ・アオガシの個体数が多い。他にはヒサカキ・シマサ

ルスベリ・フカノキ・スダジイなどが生育する。個体数は少な
いが、ミミズバイ・ヤマビワ・イスノキなども出現する。

低木層では、モクタチバナが最も多いがバリバリノキ・ヒサ

カキ・ハドノキも多い。植被率は約１０％と低いものの出現
種数は多い。(24種）

草本層では、ｶﾂﾓｳｲﾉﾃﾞ・ﾋﾛﾊﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞ･ﾎｳﾋﾞｼﾀﾞ･ﾍﾂｶｼ
ﾀﾞ･ﾘｭｳﾋﾞﾝﾀｲ・ﾂﾙﾎﾗｺﾞｹなど、シダ植物が多い。ｼﾏｲｽﾞｾﾝ
ﾘｮｳ･ﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲなども個体数が多く植被率が高い。

十
月
二
十
八
日
に

、
屋
久
島

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
調
査
隊
と
協

働
し
て

、

「
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

採
種
林
・
見
本
林

」
へ
の
シ
カ

ネ

ッ
ト

の

設

置

を

行

い

ま

し

た

。
こ
の
取
組
は
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ

ヨ
ウ
調
査
隊
が
屋
久
島
環
境
文

化
財
団
か
ら
助
成
を
受
け
て
実

施
し
た
も
の
で

、
屋
久
島
に
設

定
し
て
い
る
採
種
林
等
に
お
い

て
シ
カ
被
害
に
よ
る
枯
損
を
阻

止
す
る
こ
と
を
目
的
に
ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア

も

募

り

実

施

し

ま

し

た

。
当
日
は
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

調
査
隊
の
呼
び
か
け
に
よ
り
十

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
集
ま
り

森
林
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
の
現
地
検
討
会
開
催

縄

文

杉

の

根

系

・

周

辺

植

生

等

の

状

態

を

確

認
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査を行う検討委員

プロットは、湯泊林道沿いの広葉樹二次林内に設定し
た。付近は、沢部右岸の緩～急斜面である。プロットの
南側は、いくつかの岩を経て小尾根になっている。小沢
を挟んだ林道沿いには水道施設がある。

プロットの階層別植生は、高木層では、全体として植被
率が低くなっている。おもな出現樹種は、シマサルスベリ・

ヤクシマオナガカエデ・エゴノキ・バリバリノキで、個体数は少
ないがハマセンダン・ヤクシマカラスザンショウも混生する。

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
採
種
林
・
見
本
林
に
シ
カ
ネ

ッ
ト
設
置

一
一
月
二
日

、
現
在
実
施
中

の

「
平
成
一
九
年
度
森
林
生
態

系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

」
の
検

討
委
員
に
よ
る
現
地
検
討
会
を

行
い
ま
し
た

。

今
回
の
検
討
会
で
は

、
縄
文

杉
の
樹
勢
と
周
辺
の
植
生
及
び

根
元
土
壌
に
関
す
る
現
状
把
握

調
査
と
五
年
前
の
調
査
結
果
と

の
比
較
を
行
い

、
そ
の
状
況
変

化
の
確
認
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
評
価
・
検
討
を
行
い
ま
し

た

。
当
日

、
吉
良
今
朝
芳
座
長

（
鹿
児
島
国
際
大
学
教
授

）
を

は
じ
め
森
林
生
態

、
植
物
生
理

分
野
等
を
専
門
と
す
る
検
討
委

員
は

、
早
朝
か
ら
大
王
杉

、
夫

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）

屋久島の植物

（たで科）

本
州
中
部
以
南
の
低
地
に
生

え
る
多
年
草
で

、
地
を
は

っ
て

繁
殖
す
る

。
白
い
花
が
初
夏
か

ら
咲
き

、
花
の
な
い
時
期
は
わ

ず
か
で

、
花
後

、
黒
く
熟
す

。

花
が
ソ
バ
に
似
て

、
ツ
ル
状
で

あ
る
た
め

、
ツ
ル
ソ
バ
の
名
が

あ
る

。

花
期

五
～

一
一
月

果
期
一
一
～

一
二
月

ツルソバ

、
当
署
職
員

、
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ

ウ
調
査
隊

、
財
団
職
員
を
含
め

総
勢
二
十
九
名
が
参
加
し
ま
し

ｼｶﾈｯﾄ設置中

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに設置の仕方を説明 根系の状態を調査する検討委員

た

。
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
は
屋
久

島
・
種
子
島
固
有
の
樹
種
で

、

自
生
す
る
個
体
数
が
少
な
い
こ

と
か
ら
レ

ッ
ド
デ
ー

タ
リ
ス
ト

に
絶
滅
危
惧
種
Ｉ
Ｂ
類
と
し
て

記
載
さ
れ
て
お
り

、
九
州
森
林

管
理
局
で
は

、
平
成
一
二
年
度

よ
り
ジ
ー

ン
バ
ン
ク
事
業
と
し

て
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
種
の
保

存

、
増
殖
・
復
元
に
資
す
る
こ

と
と
し

、
屋
久
島
・
種
子
島
に

採
種
林
・
見
本
林
等
の
人
工
造

林
モ
デ
ル
林
を
造
成
し

、
ヤ
ク

タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
調
査
隊

、

（
独

）

森
林
総
合
研
究
所
等
の
協
力
を

頂
き
な
が
ら
遺
伝
子
の
保
存

、

種
苗
の
普
及

、
保
全
に
関
す
る

調
査
研
究
に
努
め
て
き
て
い
ま

す

。
今
後
も
こ
れ
ら
の
保
全
活

動
を
通
じ
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
調

査
隊
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
連
携
を
深
め
種
の
保
存

、
増

殖
・
復
元
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す

。
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婦
杉
周
辺
の
植
生
・
土
壌
等
に

つ
い
て
調
査
・
状
況
把
握
を
行

い
ま
し
た

。
そ
の
後

、
縄
文
杉

周
辺
に
移
動
し

、
そ
れ
ぞ
れ
の

調
査
を
実
施
し
ま
し
た

。
検
討

委
員
は
早
朝
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
踏
ま
え
つ
つ

、
縄
文
杉
周

辺
の
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
結
果
と

五
年
前

（
平
成
一
四
年
度

）
の

調
査
結
果
と
の
比
較
検
討
を
行

い
ま
し
た

。

前
回
調
査
時
の
根
系
の
状
態

と
今
回
の
調
査
時
の
デ
ー

タ
の

比
較
結
果
に
関
し
て
は

、
縄
文

杉
の
樹
勢
及
び
植
生
回
復
事
業

の
実
施
効
果
等
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら

、
こ
の
調
査
結
果
が

今
後
の
縄
文
杉
保
全
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す

。

今
後

、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
上
で

本
調
査
報
告
書
と
し
て
平
成
二

〇
年
三
月
ま
で
に
提
出
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す

。



登 山 者 の 皆 様 へ お 知 ら せ

永田岳登山道周辺植生回復事業を下記の期間に於いてにより行う予定です。
実施場所を通行される場合は、作業従事者の指示を厳守していただくようご協力
をお願いします。

記

１ 目 的 永田岳登山道周辺の植生回復事業

２ 実施場所 永田岳鞍部～鹿之沢小屋区間

３ 工事予定期間
平成１９年１１月２６日～平成２０年３月１９日（予定）

４ 工事請負者 （有）池田造園建設

高塚小屋

縄文杉

新高塚小屋

鹿之沢小屋
永田岳

凡例

注意箇所

宮之浦岳

『洋上アルプスNO.153号裏面』屋久島森林環境保全センター

ら く が き 帳

（ヤクスギランド編）


